


低出生体重児は,母乳のみで養育される例が少ないこと,ビタミン Kをルーチンに投与する

施設が多いこと,及び凝血学的検査などにより本症の予防が努められていることなどが,本

症の発症を少なくしているのではないかと思われた。 


